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１．研究計画の概要 
（１）未開拓の状況に近い前近代日本におけ
る識字力の展開過程に関する量的把握に
ついて解明するために、識字の最低ライン
を示す資料として「花押」に注目し、とり
わけ民衆層の「花押」が記載された資料の
蒐集に努める。また、その量的把握ないし
は質的分析を通して、前近代日本の社会に
おける民衆層の識字力形成の一端につい
て明らかにする。さらに、民衆資料のなか
に識字力に関連するものについても分析
を行い、多面的・重層的に課題にアプロー
チする。 

 
（２）研究成果を海外に向けて発信するため
に、海外の識字研究者とのコラボレ    
ーションを行うことも重要な課題である。
このことによって、これまで主として欧米
の識字研究者が進めてきたアルファベッ
ト文字圏に関する研究への偏重を、表語文
字の漢字に独自の表音文字をシステムを
混合させて使用する日本における識字研
究を通して、是正させるという、大きなね
らいがある。 

      

（２）海外研究者との研究交流が大きく進展
したといえる。研究メンバーのなかには、
既にアメリカにおける東アジア研究の拠
点校の一つであるインディアナ大学にお
いて、研鑽を積んだ経緯もあるが、2006
年度にもメンバーの一人である川村肇が
同大のルビンジャー教授の下で在外研究
を行うことで、日常的な研究のベースを形
成し、その結果として、2006年 11月にア
メリカ合衆国インディアナ大学において
開催された「日本における識字の歴史」と
題された国際カンファレンスで、7 名のメ
ンバーが研究報告を行った。白熱した討議
にも積極的に参加するとともに、カンファ
レンスに参会し、多様な角度から識字研究
を推進している欧米の研究者との研究交
流を進めた。なお、このカンファレンスで
の研究報告については、インディアナ大学
リチャード・ルビンジャー教授が編者とな
り、2008 年 8 月に、同大より報告書とし
て刊行された。 

  
 
２．研究の進捗状況 
（１） 資料蒐集については、2006 年度・

2007 年度の 2 年間で、かなりの蓄積をみ
せている。これらに、さらに以前の調査活
動で蒐集した資料を加えて、相当数の「花
押」資料についての分析・検討が進められ
てきた。その結果の一部は、毎年開催して
いる研究会での論議を経て、学会発表およ
び論文等の作成として結実しつつあるが、

今後、そうした状況は加速される見通しで
ある。 

     

 
（３）海外での識字研究の成果が、日本に伝
えられる場合、その専門研究者にストレー
トに伝わることが多く、研究成果が広く理
解されているとはいえない状況がある。こ
のような隘路を切り開くことに貢献する
成果として、研究交流を進めてきたルビン
ジャー教授が 2007 年に出版された
『 Popular Literacy in Early Modern 
Japan』(ハワイ大学出版部）を、メンバー
の一人である川村肇が、『日本人のリテラ



シー』（2008年、柏書房）として翻訳刊行
し、多数のメディアで書評として取り上げ
られることにより、識字研究の国際交流の
一端を知らしめる契機となった。 

 
 
３．現在までの達成度 

① おおむね順調に進展している。 
（理由） 
識字資料としての「花押」についての
資料蒐集が、予定していた調査対象範囲
内でほぼ修了し、さらに、それらの資料
を用いた研究成果が徐々に出始めている。
また、海外の識字研究者とのコラボレー
ションについても、国際カンファレンス
での活動とその結果としての報告書の刊
行によって、計画通りの到達点に達して
いる。 

 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１） 過去 3 年間の研究活動の集大成とし
て、次年度には国内学会（教育史学会を予
定している）において、共同研究の成果と
しての学会発表を計画している。この点に
ついては、すでに今年度の研究会において 4
名のメンバーによる研究報告がなされてお
り、メンバーの多くが研究発表に臨む見通
しである。 

 
（2）海外研究者との研究交流についても、
インディアナ大学ルビンジャー教授および
同大のエリソナス名誉教授との情報交換を
さらに進め、そこからより広範な海外研究
者との研究ネットワークを構築することを
目指したい。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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